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「日本骨代謝学会英文誌JBMMの国際情報発信力強化に向けた取り組み」 

（課題番号：１５ＨＰ２０３０） 

 

学術団体名：一般社団法人日本骨代謝学会 

学術刊行物の名称：Journal of Bone and Mineral Metabolism 

事業期間：平成２７年度～平成３１年度 

 

１ 取組の概要 

・取組内容の特徴と目的、意義及び方法 

 Journal of Bone and Mineral Metabolism（以下、JBMM）は、骨・軟骨代謝学、

ならびに歯などの硬組織形成の最新の研究成果を提供することを目的として1983

年に創刊された日本骨代謝学会の英文機関誌である。 

本誌は5年間の取り組みを通じて、優れた研究成果を世界に発信するだけでな

く、他の有力国際誌と肩を並べる主要な医学雑誌へと成長させることを目的として

いる。 

  

・応募時に設定した取組の目標・評価指標 

1）海外学会との連携による国際的認知度の向上と投稿数の増加 

→論文投稿数の増加、国内外関連学会での広報活動、他学会との合同シ 

ンポジウム開催など 

2）掲載論文の質の向上 

→PDFフルテキストダウンロード数／論文の被引用件数／インパクトファクター値の増加、 

Invited ReviewやReview articleの掲載、ガイドラインの作成・論文掲載、論文投稿セミナーの開催など 

3）編集・査読体制の強化および国際化 

→国外編集委員／国外レフェリーの増員、レフェリー評価システムの構築など 

 

２ 目標の達成状況 

・現在までの目標の達成状況 

3年目の集計を待っているPDFフルテキストダウンロード数を除き殆どの指標が既に3年目の目標値に到達し

ているため、今後も注目度の高い論文や、斬新な研究論文の掲載に努めることにより、さらなる目標値の増加

を目指す。また、広報活動についても国内外の関連学会との合同国際会議や合同シンポジウムの開催、プロ

モーションブースの出展などを行い、国際情報発信強化に努めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今後の計画 

これまでの取り組みを継続する形で、掲載論文の質を落とすことがないよう、国内外の著名な研究者を編集

委員に選出すること、実績のあるレフェリーをEditorial Boardに任命するなど、編集体制の強化を努め、平素よ

り質の高い審査を維持することにより、本誌への投稿論文のレベルを上げていく。 

また、骨代謝研究におけるホットトピックスの特集やガイドライン策定の需要に応じて、別途委員会を編成し、

学会主導の斬新な企画による論文やガイドラインを常に発信していく。 

国際的な骨代謝研究の主要雑誌としての位置を維持するため、海外の関連学会との合同シンポジウム等を

通して連携を深め、基礎研究および臨床応用において優れた研究者からの投稿を広く募集するだけでなく、In

vited Review執筆の推薦やレフェリー参画も合わせて協議し、定期的に開かれる編集委員会では、将来展望

を見据えた企画や今後の課題について議論することにより、さらなるインパクトファクター値の向上を目指す。 



 


